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■社　 名 ジェイ・ブリッジ株式会社

■創　 立 大正11年（1922年）

■資 本金 85億9019万円 （2006年3月末現在）

■代 表者 代表取締役社長　CEO 　桝澤　徹

■事業内容 （１） 投資事業

（２） 不動産事業

（３） 物流事業　

（４） 繊維製品製造販売事業　他

■事業所 本社／東京都港区赤坂2丁目17-7

■関連子会社

■従業員数

㈱ジェイ・アセット

小杉産業㈱　　　
　　　　

㈱ジェイ・ロジネット

（単体） 52名 （2006年3月末現在）
718名 （2006年3月末現在）（連結）

■発行済株式数 普通株式：55,475千株 （2006年3月末現在）

他

■ ＵＲＬ www.j-bridge.jp

■決算期 毎年３月３１日

会社概要
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～～20022002年年 20032003年～年～20042004年年 20052005年～年～

　　既存事業既存事業リビルドリビルド

　　　　　　　　　　　　　　（（ネットゲーム事業進出断念）ネットゲーム事業進出断念）
物流事業中心の事業展開物流事業中心の事業展開

　既存事業及び　既存事業及び
　　　　　　　　企業活性化事業へ業容拡大　　　　　　　　　企業活性化事業へ業容拡大　

日本橋倉庫日本橋倉庫 　　　　　　　　　　ジェイ・ブリッジ　ジェイ・ブリッジ　

　　　　　　　　　　20042004年年77月～月～
　　NDBNDB

　　　　　　20032003年年1010月～月～
社名　社名　

事業事業

事業の変遷
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1.1. 私たちは、私たちは、資金と人材を投入資金と人材を投入し、支援先企業の財務基盤再構築と競争力回復をはかり、し、支援先企業の財務基盤再構築と競争力回復をはかり、
株価の上昇を通じて企業価値の向上をめざします。株価の上昇を通じて企業価値の向上をめざします。

2.2. 私たちは、支援先企業の人材を最大限に活用し、私たちは、支援先企業の人材を最大限に活用し、二人三脚二人三脚で事業の再構築に取り組みで事業の再構築に取り組み
ます。ます。

3.3. 私たちは、私たちは、ビジネス・インジェクションビジネス・インジェクション((新規事業の注入）により、支援先企業の既存事業と新規事業の注入）により、支援先企業の既存事業と
ニュービジネスのシナジー効果を高め、再生・活性化を達成します。ニュービジネスのシナジー効果を高め、再生・活性化を達成します。

投資家とマーケットをつなぐブリッジ（架け橋）となり投資家とマーケットをつなぐブリッジ（架け橋）となり

金融をテコとした企業活性化支援ビジネスに注力し金融をテコとした企業活性化支援ビジネスに注力し

日本及びアジア諸国の経済発展に貢献日本及びアジア諸国の経済発展に貢献

ジェイ・ブリッジの基本戦略とミッション
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活性化支援前

流動資産

固定資産

流動負債流動負債

固定負債固定負債債務超過債務超過

活性化支援後

流動資産

固定資産

流動負債流動負債

固定負債固定負債

資本の部ビジネス・マネジャー（ビジネス・マネジャー（COO)COO)　　

（（外部より招聘または投資先で登用されたスペシャリスト）外部より招聘または投資先で登用されたスペシャリスト）

マネー・マネジャー（マネー・マネジャー（CFOCFO））

（（ジェイ・ブリッジからの金融スペシャリスト）ジェイ・ブリッジからの金融スペシャリスト）　　

ジェネラル・マネージャージェネラル・マネージャー ((CEOCEO))

（（ジェイ・ブリッジより派遣）ジェイ・ブリッジより派遣）　　
経営体質の改善経営体質の改善

財務の改善財務の改善

実業の改善実業の改善

活性化支援　B／S改善モデル
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投資投資

利益利益

投資額回収11～３年以内～３年以内

（時間）（時間）

株の取得株の取得 株の一部売却株の一部売却

活性化支援（再生）開始

経営陣の建直し経営陣の建直し

　財務の建直し　財務の建直し

　　取引先の建直し　　取引先の建直し

　　　事業の建直し　　　事業の建直し

　　　　従業員の建直し　　　　従業員の建直し

株価の上昇株価の上昇

支援先企業支援先企業

オーナー株オーナー株

新株予約権新株予約権

企業活性化支援

（発行済み株式の過半数以上を取得）（発行済み株式の過半数以上を取得）

ジェイ・ブリッジのビジネスモデル　P／L改善モデル
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100100億円億円

500500億円億円

10001000億円以上億円以上

（時価総額）（時価総額）

メリルリンチ

ゴールドマン・サックス　

モルガン・スタンレー

リーマン・ブラザーズ

サーベラス

リップル・ウッド

カーライル

ローンスター

外資系

フェニックス・キャピタル

ジャフコ

MKSパートナーズ

ユニゾンキャピタル　　

日興プリンシパル

日系

ジェイ・ブリッジジェイ・ブリッジ　　

投資対象企業時価総額

ジェイブリッジがターゲットとする

時価総額100億円以下の企業群

計　１,１５７社
東証１部　 71社
東証２部　 217社
大証１部 7社
大証２部　 134社

JASDAQ　 568社
マザーズ　 76社
ヘラクレス　 71社
セントレックス　13社

全上場企業数

3,849社

2006年6月16日現在
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小杉産業㈱　小杉産業㈱　東証二部：東証二部：81468146

JJファイナンス㈱ファイナンス㈱

㈱ジェイ・アセット㈱ジェイ・アセット

㈱ジェイ・ロジネット㈱ジェイ・ロジネット

㈱多摩川電子　㈱多摩川電子　JASDAQJASDAQ：： 6838 6838 

機動建設工業㈱　機動建設工業㈱　大証二部：大証二部：17741774

国際航業㈱　国際航業㈱　東証一部：東証一部：92319231　　

ロトールシンガポール　ロトールシンガポール　SGXSGX：：R10R10　　

㈱タスコシステム　㈱タスコシステム　JASDAQJASDAQ：： 27092709

㈱キムラヤ㈱キムラヤ

白石興産㈱白石興産㈱

㈱篠崎屋　㈱篠崎屋　マザーズ：マザーズ：29262926
日本振興銀行㈱日本振興銀行㈱

ｼﾞｪｲ･ｷｬﾋﾟﾀﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ㈱ｼﾞｪｲ･ｷｬﾋﾟﾀﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ㈱

550.60.6%%

100%100%

100%100%

100%100%

3.9%3.9%

7.57.5%%

27.27.99%%

57.2%57.2%

334.64.6%%((新株予約権を行使した場合新株予約権を行使した場合))

47.5%47.5%

4.14.1%%

6.86.8%%

14.814.8%%

キムラヤ再生ファンドに投資キムラヤ再生ファンドに投資

ブリッジインターナショナル㈱ブリッジインターナショナル㈱ 3.2%3.2%

ホールディングカンパニーの現状

連結子会社

持分法適用会社

純投資先会社

活性化支援投資先（売買目的有価証券）

活性化支援投資先（M&A目的有価証券）

未上場企業活性化支援投資先

事業パートナー

サンライズキャピタル証券㈱サンライズキャピタル証券㈱55%%

18.5%18.5%

㈱タガラ㈱タガラ

92%92%

((有有))ニーズニーズ

100%100%

((株株))ミナミミナミ

100%100%

((株株))コージツコージツ

60.60.33%%

JASDAQ:9905
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ジェイ・アセット　　

サテライト朝日
　　

三生興産　
　　　

テレサイクルサービス長崎　
　

白石興産
　

Jキャピタル　

タスコシステム　　

国際航業　　 　

ロトールシンガポール

多摩川電子　　

小杉産業　

ミナミ　

　 タガラ　

　　　
　　　コージツ
　　　　

　　　　ニーズ
　　　　　　

100%子会社　未上場企業活性化支援投資先　連結子会社

投資先企業　業績進捗状況

F　　 D　　　C　　 B　　　A
業績良業績悪

ジェイ・ロジネット　　

＊撤退予定

＊2~3年後に上場を目指す

キムラヤ　

＊3年後に上場を目指す

＊1年以内に上場を目指す

＊1年以内に上場を目指す

札幌タスコ　　

Ｆ

＊上場準備中

＊REIT、M&Aによる事業拡大

＊投資事業本格化、来期黒字化へ

＊持ち株会社化、子会社の上場を目指す

C

＊2~3年後に上場を目指す

△20%
　　

△10%
　　

10%
　　

20%
　　

0%　
　

営業利益前年比

F

A

A

F

A

A

A

今期1期目

A

A

A
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☆当社グループは、今後、医療・介護福祉周辺事業の再生及び活性化支援
　　などを中心とした「医療・ヘルスケア事業」を、新たな成長戦略のひとつとして
　　位置づけていく予定であります。

　　それにつきましては、地域中核病院の支援を受けながら、当社グループの
　　コアコンピタンスを活かし、その効果を十分に発揮できる不動産を含む医療
　　・ヘルスケア周辺事業に対し効率的な投資を行うことによる、新たな地域医療
　　の活性化に向けたＳＲＩ（社会的責任投資）に注力し、社会的貢献企業を目指
　　して参ります。

今後の展開
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SRIの現状

（社会的責任投資）
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日本におけるＳＲＩ（社会的責任投資）の現状

・ エコファンド、環境配慮型投資信託で資産残高は2,000億円弱まで急増し、さらに企業の社会的な取組ＣＳＲが進み、

・ 2,600億円程度まで増加した。

企業の取組

企業のＣＳＲで企業価値を高め社会的価
値を実現

・エコマーク事業

・グリーン購入

・従業員に向けた働きかけ

・ＩＳＯの環境マネジメントシステムの導入

・環境配慮型クレジット

・環境融資枠の設定

・環境格付融資

・ISO14001、ｴｺｱｸｼｮﾝ21への低金利融資
・エコ住宅ローン

・環境会計

エコファンド
・ご当地ファンド（ミニ公債）
・自然環境保護ファンド
・土壌汚染再生ファンド
・排出権ファンド
・企業年金向けSRIファンド

銀行の取組

環境など社会的な課題に配慮したお金の流れを作り出す動き

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

1999年 2000年 2003年 2006年

社会的責任投資状況

資産残高

SRI投資信託は
約2,600億円

2003/5以前は2003/5時点の150銘柄で遡って計算。
2003/5以降はMS-SRI（150銘柄)にて計算。

モーニングスター社会的責任投資株価指数
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日本企業の構成銘柄リスト

構成銘柄の選定基準は、企業の能動的な姿勢、「創造」的な基準を重視し、ガバナンス、アカウンタビリ
ティ、マーケット（消費/顧客対応、調達先対応）、雇用、社会貢献、環境をクライテリアした。構成銘柄は、
約3,600社の上場公開企業へのアンケート調査等の実施をし、調査結果に基づく絞り込み、組入対象候
補企業を決め、定量スクリーニングを行い決められた。
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米国におけるＣＳＲ（社会的責任投資）の現状

・ 1990年頃から企業の社会的責任を評価し投資対象とするスクリーニングの手法が拡大し、市民の関心が高まるとともに年

金法の改正や401Kプランでの採用がきっかけでSRIが2005年で 約 274兆円 まで拡大した。

　　 　約 274兆円　　 　合　　計

　　　　　約 253兆円　　　その他のSRI投資

　　　　　　約 21兆円　　　　　SRI投資信託

　　　　　米国（2005年）　　　　社会的責任投資

ＳＲＩ投資信託

・パイオニアファンド（1929年設定）

・カルバード・グループ投資ファンド(1990年代後半参入）

・ドミニ・ソーシャル・エクイティ・ファンド（1991年設定）

アメリカのSRIは、100年の歴史がある。

その他のSRI投資

・ コミュニティ投資（地域改善の為のファイナンス、就業機会の
創出、低所得者得層への融資、中小企業への融資、住宅供給、
児童保育）

・カルパース年金基金・TIAA-CREF民間年金基金のコーポレー
トガバナンス投資
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ＳＲＩ（社会的責任投資）の種類

コミュニティー投資

　　限定された地域（コミュニティー）の抱える問題を改善、状況を向上させるための組織やプロジェクト等への投融資行動。

環境配慮型投資

　　環境問題に特化したSRIであり、二酸化炭素の排出量や植林事業の状況など様々な企業の環境行動を評価し、行う投資。

CSR経営評価による投資

　　トリプルボトムラインに基づいた経営評価を行い、その結果に基づいて行う投資。

グリーン購入

　　社会性や環境に配慮した企業や商品を選別して購入する行動。一般には、環境配慮型行動に分類され、投資には分類されないが、
　　　企業からものを購入することを投資であるとみなし、グリーン購入をSRIの一形態とすることがある。

ネガティブスクリーニング

（1）軍需産業、（2）たばこ産業、（3）原子力産業（含む原子力発電設備）、（4）アルコール産業、（5）アダルト産業
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今後の展開

Ｊ.ＢｒｉｄｇｅにおけるＳRIへの取組
地域医療への貢献
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SRI地域医療への貢献　（パターン１）

　　　　　　　　黒字 病院

　　　　サービス業のノウハウを注入

民間病院

公立病院

効率的なコスト配分

スケールメリットの追求

※個人金融資産1,430兆円のうち65歳以上が保有している割合 ： 75％

活性化支援

活性化支援後

老人介護マンションビジネスの発展

今後の展開

地域医療に貢献

SRI
　　（投資家から見た、企業の社会的責任の評価）
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SRI地域医療への貢献　（パターン2）

・不効率なコスト高

・経費高（購買部の不存在）

・減価償却費による利益の圧迫

・不効率な経営

　　 人件費高（患者数の割に医師が多い）
　　 サービス精神の欠如

民間病院

公立病院

病院をまとめることによる

スケールメリットの追求

効率的な医師の配分

民間のノウハウを導入することによる

地域医療の活性化

老人介護マンションビジネスの発展

※個人金融資産1,430兆円のうち65歳以上が保有している割合 ： 75％

活性化支援

活性化支援

※基本的に100床以下の病院では利益が出ない体質

今後の展開

赤字病院支援のモデルケース
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SRI地域医療への貢献

A会 B会 C社

病 床 数 ： 400床

売 上 高 ： 2,200百万円

営業利益 ： 350百万円

総投資額 ： 4,000百万円

病 床 数 ： 700床

売 上 高 ： 4,000百万円

営業利益 ： 600百万円

総投資額 ： 5,000百万円

病 床 数 ： 350床

総投資額 ： 500百万円

☆病院関連周辺ビジネスの展開（2,000床での試算）

100百万円500百万円薬剤ビジネス

150百万円1,200百万円給食ビジネス

その他

葬儀ビジネス

100百万円500百万円リースビジネス

営業利益売上高
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ＳＲＩ　社会的責任投資

☆財務指標などの経済的側面に限らず、環境への取組やコンプライアンス、従業員への配慮、地域社会への

貢献など、社会的取組を考慮して投資を行うこと。

例　エコファンド、ＳＲＩ型投資信託、環境配慮型経営促進事業

SRI ： Socially Responsible Investment
　　　　　　　　（投資家から見た、企業の社会的責任の評価）

・ 1,500兆円の個人資産

・ 環境問題への意識の高さ
環境と金融の融合

投資家

環境保全における金融の役割の高まり

・ 世界に誇れる日本の環境技術

・ 企業のＣＳＲの発展

企業等

CSR : Corporate Social Responsibility
　　　　　　　（消費者から見た、企業の社会的責任を果たす活動）



　　　　　　　　
　

本資料には、当社の中長期的戦略・計画・見通しが含まれております。

歴史的事実でないこうした記述は将来の業績を保証するものではなく、リスクと不確実性を

内包するものであります。将来の業績は、経営環境の動向などに伴い変化し得る可能性が

あるため、本資料のみに全面的に依存することは控えるようにお願いします。

　

　

http://www.j-bridge.jp

（ＩＲのお問い合わせ）

TEL: 03-5549-7861　E-mail: j-ir@j-bridge.jp


